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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第114期

第１四半期連結
累計期間

第115期
第１四半期連結
累計期間

第114期

会計期間

 
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

 

 
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

 

 
自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

 

売上高（百万円） 16,595 19,852 74,437

経常利益（百万円） 409 1,429 4,304

四半期（当期）純利益（百万円） 237 679 2,315

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△1,056 1,294 433

純資産額（百万円） 64,368 66,295 65,382

総資産額（百万円） 94,355 101,654 100,029

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
4.35 12.51 42.53

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 66.6 63.5 63.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。 

　　　　２．売上高には消費税等は含まれていない。　

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載をしていな

い。

　　　　４．第114期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

　　　　　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理している。　

　

２【事業の内容】

　   当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

　　要な変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。  

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はない。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものである。

（１）業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間の経済状況は、新興国での持続的な成長が世界経済を牽引して、緩やかな回復基調で

推移した。国内では、当四半期後半に景気の持ち直しの動きが出てきたものの、東日本大震災の影響による生産活

動の停滞や輸出の減少などで内需全体が低迷した。

　当社グループの事業環境は、主要ユーザーの自動車関連での急激な減産により、消耗材やメンテナンス部品の国

内需要は落ち込んだが、中国などの新興国での新規の設備投資に加え、投射材等の旺盛な海外需要によって下支え

された。

　こうした情勢の下、当第１四半期連結累計期間の売上高は19,852百万円（前年同四半期比19.6%増）、営業利益は

1,066百万円（前年同四半期比316.2%増）、経常利益は1,429百万円（前年同四半期比249.2%増）、四半期純利益は

679百万円（前年同四半期比186.5%増）となった。

　

　　 セグメントの業績は次のとおりである。

　[鋳造分野]　

　国内における建機部品向けへの設備需要に加え、海外では、ロシア市場が一巡したものの、中国、インドネシアな

ど新興国での自動車部品向け鋳造装置が堅調に推移し、売上高は6,869百万円（前年同四半期比11.6％増）となっ

た。営業利益はコストダウンによる採算性の改善があり、720百万円（前年同四半期比23.5％増）となった。

　[表面処理分野]　　

　表面処理装置は、自動車部品向けショットピーニングマシン及び太陽光パネル製造設備向け精密微細加工装置の

底堅い需要に加えて、造船業界向けへの表面処理ラインが寄与したことにより、大幅な売上増となった。また、装置

に使用する投射材は、国内需要先の減産による影響を新興国での自動車、鉄鋼業界の需要増で補ったことにより、

分野全体の売上高は8,839百万円（前年同四半期比18.9％増）となった。営業利益は表面処理装置の増収効果と原

価低減による利益貢献があり、974百万円（前年同四半期比77.4％増）となった。

　[環境分野]　　

　投資計画が先送りされていたＶＯＣガス浄化装置の売上が回復するとともに、工作機械に付帯する汎用集塵装置

が堅調に推移し、売上高は1,812百万円（前年同四半期比34.2％増）となった。営業損益は、売上回復傾向で損失額

が圧縮したものの、115百万円の損失（前年同四半期は営業損失129百万円）となった。

　[搬送分野]　　　

　北米市場は依然低迷したが、国内でのリフト、コンベアの需要が回復基調で推移し、売上高は992百万円（前年同

四半期比6.2％増）となり、営業損益は59百万円の損失（前年同四半期は営業損失78百万円）となった。

　[特機分野]　　

　液晶パネル向けハンドリングロボットに需要回復の動きがあるとともに、昨年12月に取得したフラットパネル

ディスプレイ市場向け精密計測機器事業の寄与があり、当分野の売上高は1,449百万円（前年同四半期比84.4％

増）となり、営業損益は改善傾向にあるものの、86百万円の損失（前年同四半期は営業損失232百万円）となった。

　　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が対処すべき課題について、重要な

変更はない。

（３）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は365百万円である。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。　
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（４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）の経営成績に重要な影響を与える要

因及び経営戦略の現状と見通しについて、重要な変更はない。　　

（５）経営者の問題認識と今後の方針について

　　当第１四半期連結累計期間において、経営者の問題認識と今後の方針について、重要な変更はない。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 230,476,000

計 230,476,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成23年８月９日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 56,554,009 56,554,009
東京証券取引所市場第一部

名古屋証券取引所市場第一部

単元株式数

100株　

計 56,554,009 56,554,009 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項なし　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項なし　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 56,554 － 5,752 － 6,195

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、　

　記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい　

　る。

　　

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   2,258,800
― 　　　　　―

完全議決権株式（その他） 普通株式  54,211,500 542,105（注）

単元未満株式 普通株式      83,709 ― ―

発行済株式総数 　　　　   56,554,009 ― ―

総株主の議決権 ― 542,105 ―

　（注）　「完全議決権株式（その他）」欄には、株主名簿上は当社名義となっているが実質的に所有していない株式

1,000株が含まれている。なお、「議決権の数」欄には、株主名簿上は当社名義となっているが実質的に所有し

ていない株式に係る議決権の数10個を含めていない。

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

新東工業（株）

（注）

名古屋市中村区名

駅三丁目28番12号
2,258,800－ 2,258,800 3.99

計 － 2,258,800－ 2,258,800 3.99

　（注）　１.上記のほか、株主名簿上は当社名義となっているが実質的に所有していない株式が、1,000株ある。

　　　　　　なお、当該株式数は「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含まれている。

２.当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は2,259,200株である。

２【役員の状況】

 該当事項なし　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成している。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けている。

　

EDINET提出書類

新東工業株式会社(E01541)

四半期報告書

 7/18



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,500 18,687

受取手形及び売掛金 24,299 25,946

有価証券 7,220 6,319

製品 1,453 1,590

仕掛品 4,004 4,350

原材料及び貯蔵品 2,393 2,759

その他 2,424 2,388

貸倒引当金 △219 △223

流動資産合計 61,075 61,820

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,846 6,864

機械装置及び運搬具（純額） 3,516 3,420

土地 5,297 5,320

その他（純額） 2,111 3,301

有形固定資産合計 17,771 18,906

無形固定資産

のれん 46 46

その他 1,063 1,031

無形固定資産合計 1,109 1,078

投資その他の資産

投資有価証券 16,577 16,297

その他 3,620 3,670

貸倒引当金 △124 △119

投資その他の資産合計 20,073 19,849

固定資産合計 38,954 39,834

資産合計 100,029 101,654
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,794 14,061

短期借入金 2,292 2,289

1年内償還予定の社債 66 132

未払法人税等 840 338

賞与引当金 1,485 767

役員賞与引当金 174 46

プラント保証引当金 566 541

受注損失引当金 22 64

その他 5,642 7,299

流動負債合計 24,885 25,542

固定負債

社債 3,063 2,997

長期借入金 1,179 1,222

退職給付引当金 2,683 2,696

役員退職慰労引当金 155 163

環境安全対策引当金 67 67

資産除去債務 114 114

その他 2,497 2,553

固定負債合計 9,761 9,816

負債合計 34,647 35,358

純資産の部

株主資本

資本金 5,752 5,752

資本剰余金 6,269 6,269

利益剰余金 53,443 53,742

自己株式 △1,304 △1,305

株主資本合計 64,160 64,459

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,082 2,039

繰延ヘッジ損益 4 －

為替換算調整勘定 △2,516 △1,944

その他の包括利益累計額合計 △429 95

少数株主持分 1,651 1,740

純資産合計 65,382 66,295

負債純資産合計 100,029 101,654
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 16,595 19,852

売上原価 12,155 14,104

売上総利益 4,439 5,748

販売費及び一般管理費 4,183 4,681

営業利益 256 1,066

営業外収益

受取利息 35 70

受取配当金 103 119

為替差益 － 86

負ののれん償却額 0 0

持分法による投資利益 52 72

その他 61 74

営業外収益合計 252 423

営業外費用

支払利息 21 23

寄付金 5 12

その他 72 23

営業外費用合計 99 60

経常利益 409 1,429

特別利益

固定資産売却益 6 9

投資有価証券売却益 1 －

その他 0 －

特別利益合計 8 9

特別損失

減損損失 － 24

投資有価証券売却損 6 －

投資有価証券評価損 － 88

環境安全対策引当金繰入額 11 －

その他 2 3

特別損失合計 19 116

税金等調整前四半期純利益 397 1,322

法人税、住民税及び事業税 141 265

法人税等調整額 △33 304

法人税等合計 108 570

少数株主損益調整前四半期純利益 289 752

少数株主利益 52 72

四半期純利益 237 679
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 289 752

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,256 △42

繰延ヘッジ損益 － △4

為替換算調整勘定 △135 537

持分法適用会社に対する持分相当額 45 51

その他の包括利益合計 △1,345 542

四半期包括利益 △1,056 1,294

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,123 1,204

少数株主に係る四半期包括利益 67 90
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用している。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１.保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対して、次のとおり保証を行っている。

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

韓国新東工業株式会社 77百万円 韓国新東工業株式会社 77百万円

（外貨建 1,000,000千ウォン） （外貨建 1,000,000千ウォン）

サイアムブレーター社 7百万円 サイアムブレーター社 6百万円

（外貨建 2,500千バーツ） （外貨建 2,500千バーツ）

計 84百万円 　 84百万円

　

２.受取手形割引高、受取手形裏書譲渡高及び輸出手形割引高

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

受取手形割引高 15百万円 受取手形割引高 9百万円

受取手形裏書譲渡高 69百万円 受取手形裏書譲渡高 74百万円

輸出手形割引高 37百万円 輸出手形割引高 167百万円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負のの

れんの償却額は、次のとおりである。

　前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 443百万円 減価償却費 437百万円

のれんの償却額 1百万円 のれんの償却額 17百万円

負ののれんの償却額 0百万円 負ののれんの償却額 0百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月18日

取締役会
普通株式 272 5.0平成22年３月31日平成22年６月10日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月23日

取締役会
普通株式 380 7.0平成23年３月31日平成23年６月９日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）　 

　

　報告セグメント　
その他
（注）１　

合計
調整額　
（注）２
　

四半期連結　
損益計算書
計上額　
（注）３　

鋳造
分野

表面処
理分野

環境 
分野

  搬送  
分野

特機
分野

計

売上高                                         
外部顧客への　
売上高

6,1537,4331,308931 74716,575 20 16,595 － 16,595

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 0 42 3 38 84 413 497 △497 －

計 6,1537,4341,350934 78516,65943317,092△497 16,595
セグメント利益
　又は損失（△）

583 549△129 △78 △232 692 12 704 △448 256

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設計、情報関連及び

　　　 福利厚生事業等を含んでいる。　

　 　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△448百万円には、セグメント間取引消去３百万円、各報　

　　　　告セグメントに配分していない全社費用△451百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメ

         ントに帰属しない研究開発費及び本社管理部門に係る費用である。　

　　　 ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）　 

　

　報告セグメント　
その他
（注）１　

合計
調整額　
（注）２
　

四半期連結　
損益計算書
計上額　
（注）３　

鋳造
分野

表面処
理分野

環境 
分野

  搬送  
分野

特機
分野

計

売上高                                         
外部顧客への　
売上高

6,8698,8391,7459821,40519,843 9 19,852 － 19,852

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － 67 9 43 120 494 614 △614 －

計 6,8698,8391,8129921,44919,96450320,467△614 19,852
セグメント利益
　又は損失（△）

720 974△115 △59 △86 1,432 16 1,449△383 1,066

（注）１．「その他」区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設計、情報関連及び

　　　  福利厚生事業等を含んでいる。　

　 　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△383百万円には、セグメント間取引消去22百万円、各報　

　　　　 告セグメントに配分していない全社費用△405百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメ

         ントに帰属しない研究開発費及び本社管理部門に係る費用である。　

　　　 ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円35銭 12円51銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 237 679

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 237 679

普通株式の期中平均株式数（千株） 54,479 54,295

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項なし
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２【その他】

（１）決算日後の状況

　特記事項なし

 

（２）訴訟

　現在係争中の訴訟事件は、次のとおりである。

 

　当社は、ＡＳＲ溶融リサイクル設備（以下「本件設備」という）の納入先であるシモダ産業株式会社から損害

賠償請求訴訟を受けております。（新潟地方裁判所長岡支部　送達日付　平成20年２月４日）

　当社が平成13年に締結した請負契約に係わる瑕疵担保責任に基づく損害賠償請求事件であり、裁判所で審理が進

められています。

　シモダ産業株式会社は、平成19年７月に発生した中越沖地震によってほぼ全壊した本件設備に重大な瑕疵があ

ったと主張しておりますが、当社としては、本件設備に重大な瑕疵は存在せず、使用不能となった原因は中越沖

地震によるものであり、かかる損害賠償請求は失当であると確信しております。

 

（３）配当に関する事項

平成23年５月23日開催の取締役会において、前連結会計年度の期末配当に関し、次のとおり決議した。

①配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・380,066,379円

②１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・７円00銭

③支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・平成23年６月９日

（注）平成23年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行う。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

    平成２３年８月５日

新東工業株式会社    

取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　正明　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥田　真樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新東工業株式会

社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２３年４月１日

から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新東工業株式会社及び連結子会社の平成２３年６月３０日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係　

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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